
熱い地球熱い地球

青い地球青い地球

冷えた地球冷えた地球

地球の歴史46億年を１年間に見立てた地球カレン
ダー

海洋海洋海洋

堆積岩堆積岩堆積岩
1月 1日…地球誕生！1月 1日…地球誕生！1月 1日…地球誕生！
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！

2月25日…最初の生命が誕生！2月25日…最初の生命が誕生！2月25日…最初の生命が誕生！
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…
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11月 14日11月 14日11月 14日
…
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11月20日…魚類が出現11月20日…魚類が出現11月20日…魚類が出現

11月27日…生物の大量絶滅11月27日…生物の大量絶滅11月27日…生物の大量絶滅

11月28日…植物と節足動物が陸に上がる11月28日…植物と節足動物が陸に上がる11月28日…植物と節足動物が陸に上がる

12月2日…生物の大量絶滅12月2日…生物の大量絶滅12月2日…生物の大量絶滅

12月3日…森林が広がり、爬虫類が誕生12月3日…森林が広がり、爬虫類が誕生12月3日…森林が広がり、爬虫類が誕生

12月 11日…超大陸パンゲア12月 11日…超大陸パンゲア12月 11日…超大陸パンゲア

12月 12日…史上最大の生物の大量絶滅12月 12日…史上最大の生物の大量絶滅12月 12日…史上最大の生物の大量絶滅

11月29日…両生類が陸に上がる11月29日…両生類が陸に上がる11月29日…両生類が陸に上がる

12月 13日…恐竜時代が始まる12月 13日…恐竜時代が始まる12月 13日…恐竜時代が始まる

11月 17日…超大陸ゴンドワナ11月 17日…超大陸ゴンドワナ11月 17日…超大陸ゴンドワナ

12月 15日…生物の大量絶滅12月 15日…生物の大量絶滅12月 15日…生物の大量絶滅
12月 19日…鳥類が出現12月 19日…鳥類が出現12月 19日…鳥類が出現

12月25日…恐竜の全盛期12月25日…恐竜の全盛期12月25日…恐竜の全盛期

12月27日…哺乳類が繁栄12月27日…哺乳類が繁栄12月27日…哺乳類が繁栄
12月26日…巨大隕石が激突12月26日…巨大隕石が激突

　　　　　　　　恐竜をふくむ生物の絶滅恐竜をふくむ生物の絶滅
12月26日…巨大隕石が激突

　　　　恐竜をふくむ生物の絶滅

12月31日…人類誕生！12月31日…人類誕生！12月31日…人類誕生！
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大気圏大気圏大気圏
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生産者（植物）生産者（植物）生産者（植物）

光合成光合成光合成

太く
て短いサイクル

石炭・石油石炭・石油
天然ガス天然ガス
石炭・石油
天然ガス

堆積過程堆積過程

分解者分解者分解者

第一次消費者第一次消費者第一次消費者

第二次消費者第二次消費者第二次消費者

第三次消費者第三次消費者第三次消費者

高次消費者高次消費者高次消費者

生まれたばかりの地球は地表の温度が2,000℃、二酸化炭素の濃度が60～80％、酸素はゼロという、とても生き物が
生存できる環境ではありませんでした。やがて地球が冷えて海ができ、最初の原始生命が誕生。ラン藻類が光合成（二酸
化炭素［CO2］を取り込んで有機物を作り、酸素［O2］を出す）を始めます。そこからさらに30億年という悠久の時を経て、
大気中に酸素とオゾン層［O3］ができ、ようやく多様な生物が暮らせる環境ができました。

生物圏生物圏生物圏COCO
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・化学物質、放射性物質の影響を軽減する！
自然界の仕組みでは処理できない人工物（プラス

チック、化学肥料、農薬、化学物質、遺伝子組み

換えなど）の利用を極力減らそう。

・人為的な動植物の移動は避ける！
動植物が本来自力で移動できない距離や場所へ

移動させることは、遺伝子の汚染につながるので

止めよう。

例）植林する際は地域産の苗木を選ぶ。またはそ

の地域で拾った種から育てる。地域や流域の外か

ら持ってきたメダカの放流、ホタルやカブトムシの

放虫はやめる。

・地域の生態系を乱す外来種を排除する！
外来生物法に基づき、生態系に影響を与える特定

外来種や、地域に大きな影響を与える恐れのある

外来種は排除しよう。

例） カミツキガメ、アメリカザリガニ、オオフサモ、

アレチウリなど。

・生き物の視点で考え、行動する！
地域で絶滅が危惧されている生き物の生息域を

積極的に保全・創出しよう。

例）放置された里山の手入れをする。地域で減り

つつある浅瀬の水辺環境を創り、生き物の生息場

所（ビオトープ）を確保する。

・モニタリングによる順応的な管理を行う！
自然環境再生の評価を生き物にしてもらおう。トン

ボやカエルなど、生物多様性の評価指標を用いて、

定期的にモニタリングを行い、その結果を管理に

生かそう。

・地域の人 と々連携して活動を進める！
地域の生態系を豊かにするよう努めるとともに、

地域社会の仕組みづくりにも貢献しよう。

例）地域や専門性の高い組織と連携し、参加者の

安全・楽しさ・生活に配慮した活動を計画・実行

する。また、活動が根付き、継続されるよう、次世

代を育成する。

生き物たちが作ってくれた「資源」

生物多様性が豊かな地球環境を育んでいる

守らなくてはいけない３つの「多様性」
生物多様性は、人間の活動により崩壊寸前

⊗

⊗

⊗

地球上のあらゆる生命は、互いに関係し合い、悠久の時間を超えて『循環の輪』を築き上げてきた。
と  き

生
物
多
様
性

を
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る
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め
に

生態系を回復するための行動：再生生態系に悪影響を与えない行動：保全



私たちの事業活動は、 どれくらい地球の 
  お世話になって いるでしょう？ 

私たちの事業活動は、 どれくらい地球の 
  お世話になって いるでしょう？ 

どっちの惑星に住みたいですか？ 私たちが目指す姿（Three Ps Balance™）

■ 現在の姿

持続可能な社会実現のためのコンセプト「コメットサークル™」

■ 私たちの目指す姿

人間社会が地球環境に与える負荷が、地球
の包容力・再生能力の限界を超えた状態

環境負荷が、地球環境の再生能力の範囲内
に抑えられている社会© 2002 RICOH

ほ　　し

BIODIVERSITY  ACTION HANDBOOK

YPJVO#IPVKP]LYZP[‘#HJ[PVU#OHUKIVVR
JP Edition May.22.2009 - Rev.07 (Jun.27.2009)

この冊子の中面のイラスト及び文章は、クリエイティブ・コモンズの 表示-非営利-継承 2.1 日本ラ
イセンス の下でライセンスされています。1.クレジット（制作：株式会社リコー）を明記、2.非営利

な目的での使用、3.同じ条件での再配布、が維持される範囲であれば、本冊子の内容の一部あるいは全部を、利用目
的や訴求対象に応じて自由に、引用、抜粋、複製、改変、印刷、上映してお使いいただくことができます。生物多様
性を理解する第一歩として、どうぞお役立てください。
※ なお、外面（表紙のある面）には著作権により保護されたコンテンツが含まれているため、複製や改変、編集等の
操作はご遠慮ください。

© 2009 RICOH

世界中の資源を利用して成り立っています。
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